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(1) ティリッヒと新即物主義との関係については、ディレンバーガーが On Art and Archi ectureの序文
で「信仰的レアリスムスについて語るための基盤となった、そのような芸術家の小さなサークルの批
判的レアリスムス」として紹介し、パウクも「絵画における表現主義の様式に代わって、新即物主義






(2) 佐田勝『美術用語事典』、造形社 78頁、1965年。 
(3) 前掲書、79頁。 
(4) シャーレマンは、“Tillich and the Religios Interpretation of Art”, in: The Theology o  Paul T llich, 














p.157）。宗教思想の進展とは 1915年の教授資格取得論文（Der Begriff des Übernatürlichen, sein 
dia ektische  Charakter und das P nzip der Identitä , da gestel t an der upranaturalist s hen 











l r ri t r l s i c
(5) ティリッヒの存在論的概念である「疎外」からみて、人間の状況や性質が三つの要素により説明され
ることは明記すべきであろう。すなわち本質的存在、実存的存在、そしてこれら両者の分裂による疎
外された状況の救いへの欲求である。つまり「人間の本質的性質と実存的性質とがその目的論的性質
を指し示している」のである。ティリッヒの「相関の方法」は、疎外という概念の活用であり、その
方法論は護教論における一つの実践である。これらを前提すれば、ティリッヒの「現実主義」のカテ
ゴリーは拡大される。同時にその現実主義的態度がティリッヒの芸術の評価に現われる。例えば第一
の要素「本質的存在」もしくは「夢見る無垢」の状態の表現として生み出された膨大な宗教的絵画は、
ルネサンスに頂点に達し、アンリ・ルソーなどの近代にまで及ぶ。宗教的姿勢としては、これらはむ
しろ宗教的ヒューマニズムと称されるが、神を人間のうちに、あるいは人間を神のうちに見ることで
あり、様式的には理想主義を指す。すなわち神と人間の本来的統一が、疎外の現実とは無関係に絵画
的に先取りとして実現されている。「理想主義的様式は、人間の本質的で歪められてはいない創造さ
れた完全さにおける人間とその世界の神的性格を表現するもの」（Tillich[1960], p.325）なのである。
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次に実存的存在としての人間の非存在の脅威、人間の実存的窮境の絵画的描写は、表現主義の画家と
いうより実存主義的画家によって広く表現される。ボス、ブリューゲル、グリューネヴァルト、セザ
ンヌ、ゴッホ、ムンクらの名をティリッヒは列挙する（Tillich[1952], p.201, p.205）。実存的存在に
ついての芸術的表現が、ティリッヒにおいては実存主義的様式として示される。表現主義はティリッ
ヒにおいては芸術の実存主義形態なのである。そしてこの表現様式は、ティリッヒが宗教的だとする
要素を端的に表現するものである。すなわち人間のあるべき本質を暗示し、救いを希求せしめる内的
力がそこに認められるものである。第三の要素としての「救いの追求」は、歴史的待望と非歴史的待
望とに分けられ、歴史的待望では反復し得ない歴史のプロセスにおいて救済がなされ、非歴史的待望
では、時間が無限に循環するが故にそこから新しいものは何も生まれず、救済は時間の循環の外で、
時間を超えて求められる。このことをティリッヒは、イエスの個人としての生涯、すなわち歴史の中
に「新存在」という超歴史的要素が出現したことにより両者が結合しているとする。つまりキリスト
としてのイエスに現わされる新存在の概念によって、新存在への歴史的待望という水平の方向が、非
歴史的類型である垂直方向と結合する。かくてキリストとしてのイエス像に、具体的には聖書に言葉
により描出されたキリストとしてのイエス像に、第三の要素が集約されている。そして成功したイエ
ス像としてグレコ、グリューネヴァルト、ノルデ、ルオー、サザーランドらのキリスト像をティリッ
ヒは例証する。これら絵画作品は別として、聖書におけるイエス像は、レアリスムスのカテゴリーに
より要求される第三の要素を組み入れ、且つそれを超えているのである。すなわち聖書の像は、歴史
的人物の記事を詳述した自然主義的記録なのではなく、その意図において信仰告白的肖像であり、キ
リストという個別的なものを、普遍的意味を有する存在として描写している。事実の解釈がそこでは
重要な意味を持つ。そこから聖書の像は、キリストとしてのイエスの、二次的芸術表現にとって規範
的像だと言うことができよう。 
 
 
（かわぎり・のぶひこ 京都大学大学院文学研究科博士後期課程） 
